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◇
「
令
和
元
年
度
決
算
」 

 

こ
の
議
会
で
は
、
令
和
元
年
度
の
各
会
計
決
算
が
提
出
さ
れ
ま

す
。
毎
年
、
こ
の
稿
で
も
触
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
経
年
の
状

況
、
今
年
度
（
令
和
２
年
度
）
の
経
済
社
会
情
勢
も
踏
ま
え
つ
つ
、

令
和
元
年
度
予
算
の
執
行
や
効
果
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

道
府
県
、
市
町
村
の
全
体
で
み
る
と
、
地
方
税
収
入
は
平
成
３

０
年
度
決
算
額
を
上
回
る
見
込
み
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（「
総
務
省

速
報
値
」
よ
り
）
市
町
村
の
個
人
分
は
、
平
成
３
０
年
度
よ
り
２

１
８
６
億
円
増
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

も
と
も
と
、「
歳
入
は
固
く
」
見
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
ほ

ど
の
経
済
社
会
変
動
が
な
い
限
り
は
、
当
初
予
算
、
予
算
現
額
、

調
定
、
収
入
と
進
展
し
て
い
く
こ
と
で
、
地
方
税
収
（
住
民
税
等
）

は
当
初
予
算
額
を
上
回
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

各
自
治
体
で
の
地
方
税
の
決
算
額
が
ど
う
か
、
ま
た
、
実
質
収

支
な
ど
が
ど
う
か
、
さ
ら
に
は
、
よ
く
指
摘
さ
れ
る
経
常
収
支
比

率
が
ど
う
か
な
ど
、
各
会
計
、
あ
る
い
は
、
普
通
会
計
の
状
況
や

指
標
を
押
さ
え
て
審
査
を
行
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

事
業
執
行
と
併
せ
て
、
当
初
予
算
と
し
て
見
込
ん
で
い
た
財
源

が
確
保
さ
れ
た
の
か
、
年
度
途
中
で
の
財
源
の
補
正
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
改
め
て
、
次
年
度
予
算
編
成
に
も
視
点
を
向
け
て
、
確

認
を
し
て
お
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
令
和
元
年
度
か
ら
の
繰

越
金
、
令
和
２
年
度
で
の
財
政
調
整
基
金
の
取
崩
や
積
立
、
令
和

３
年
度
当
初
予
算
で
の
取
崩
な
ど
、
現
時
点
で
は
把
握
し
き
れ
な

い
点
も
あ
り
ま
す
が
今
後
に
向
け
て
押
さ
え
て
お
く
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。 

 

令
和
元
年
度
決
算
と
と
も
に
、
令
和
２
年
度
（
あ
る
い
は
、
令

和
２
年
）
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
経
済
、
景
気
へ
の

影
響
を
注
意
し
て
見
て
い
く
こ
と
（
経
済
見
通
し
な
ど
）
、
現
時
点

で
は
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
が
、
令
和
３
年
度
以
降
も
見
据
え
た

財
政
見
通
し
に
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
か
と
考
え
ま
す
。 

 

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
対
策
に
つ
い
て 

今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
、
各
自
治
体
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

し
た
対
策
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
幾
度
か
の
補
正
予
算
の

編
成
を
行
い
、
対
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
の
最
中
に
、
熊
本
県
、

山
形
県
な
ど
で
豪
雨
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
災
害
発
生
後
の
片

付
け
、
災
害
廃
棄
物
対
応
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
確
保
な
ど
に
苦
慮
し

て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

災
害
対
応
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
感
染
症
対
策

と
災
害
対
応
と
を
併
せ
て
考
慮
す
る
必
要
性
が
改
め
て
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、
台
風
な
ど
大
雨
の
時
期
を
迎
え
る
と
予
想
さ

れ
る
時
期
に
な
り
ま
す
。
各
自
治
体
で
も
対
応
策
を
進
め
て
い
る



か
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
確
認
が
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
だ
け
で
は
な
く
、
感
染
管
理
の
た
め
の

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
災
害
で
発
生
す
る
災
害
廃
棄
物
に
関
し
て
、「
災
害
廃
棄

物
処
理
計
画
の
策
定
状
況
（
策
定
見
込
み
を
含
め
て
。）」
を
み
る

と
、
平
成
２
年
３
月
末
時
点
で
は
、
都
道
府
県
で
４
６
自
治
体
、

市
町
村
で
９
０
３
自
治
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
環
境
省
『
災
害
廃

棄
物
処
理
計
画
の
策
定
状
況
及
び 

策
定
促
進
に
係
る
検
討
令
和

２
年
３
月
３
日
』
よ
り
） 

参
考
・『
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
（
マ

ッ
プ
・
一
覧
）』（
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
環
境
研
究
所
） 

◇
「
情
報
」
と
対
策
な
ど 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な「
情

報
」
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
「
情
報
」
を
信
頼
し
、
採
り
上
げ

て
い
く
か
、
充
分
な
吟
味
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。 

ど
こ
ま
で
裏
付
け
を
取
る
か
、「
情
報
」
直
接
の
原
点
や
原
典
に

当
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
難
し
い
側
面
が
あ
り
ま
す
。「
情
報
」
な

ど
の
逆
を
指
摘
し
て
い
る
「
情
報
」
に
当
た
っ
て
比
較
検
討
、
確

認
す
る
こ
と
が
あ
る
か
と
考
え
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
も
、
様
々
な
「
情
報
」
が
マ

ス
コ
ミ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
や
は

り
、
議
員
と
し
て
は
、
で
き
う
る
限
り
の
「
情
報
」
の
内
容
に
つ

い
て
、
確
認
を
行
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

◇
福
祉
や
教
育
へ
の
影
響
に
つ
い
て 

◇
介
護
施
設
な
ど
で
は
、
感
染
予
防
の
た
め
家
族
の
面
会
を
制
限

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
い
ま
す
。
こ
の
た
め
「
リ
モ
ー
ト
面
会
」

を
行
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。 

介
護
施
設
、
医
療
機
関
で
の
感
染
発
生
、
こ
の
た
め
、
施
設
運

営
や
職
員
確
保
な
ど
に
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
従
事
者
慰
労
金
（
介

護
分
）」
の
支
給
も
あ
り
ま
す
が
、
す
で
に
実
施
し
て
き
て
い
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
各
自
治
体
で
の
介
護
施
設
な
ど
の
状
況
、
行
政

と
し
て
の
支
援
方
法
に
関
し
て
、
今
冬
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

も
含
め
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。 

入
所
者
、
家
族
は
も
と
よ
り
、
従
事
す
る
職
員
へ
の
精
神
的
な

ケ
ア
に
も
配
慮
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
か
と
考
え
ま
す
。 

◇
学
校
休
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
応
、
オ
ン
ラ

イ
ン
教
育
、
公
立
高
校
入
学
の
学
力
検
査
範
囲
な
ど
、
学
校
教
育

に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。 

教
員
の
働
き
方
改
革
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
教
員
へ
の
負
担
と

軽
減
策
、
児
童
生
徒
へ
の
ケ
ア
に
つ
い
て
、
改
め
て
確
認
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。（
参
照
・
日
本
赤
十
字
社
「
３
つ
の
感
染
症
」） 

 
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
で
は
、
ネ
ッ
ト
環
境
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の

機
器
、
動
画
教
材
、
さ
ら
に
は
実
際
の
授
業
方
法
な
ど
の
課
題
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
ネ
ッ
ト
環
境
や
機

器
の
整
備
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
ソ
フ
ト
面
で
の

学
校
現
場
へ
の
支
援
策
も
重
要
な
課
題
と
考
え
ま
す
。 


